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‌�天童中央第二・第五学童保育所は令和３年４月
に新築開所しました。グラウンドでは中央・第
二・第五学童の子どもたちが一緒に遊んでいま
す。室内ではけん玉や大なわとび、風船バレー
などをして、伸び伸びと過ごしています。



１２ 月 定 例 会

市政に対する一般質問市政に対する一般質問
　市政に対する一般質問は、１２月９日・１０日の２日間
の日程で、１０人の議員が行いました。
　天童高原の環境整備や空き家対策をはじめ、将棋タ
イトル戦の招致等について、市長や教育長等の見解を
求めました。

※　議員の原稿をそのまま掲載しています。

　令和３年度第６回市議会定例会（１２月定例会）
は、１２月６日から２０日までの１５日間の会期で開
かれました。
　初日の本会議で令和３年度一般会計補正予算
をはじめとする予算議案８件及び条例議案等８
件が上程され、予算特別委員会及び所管常任委
員会に付託されました。右記日程で審査を行
い、最終日の本会議で採決が行われました。
　また、最終日の本会議には市長提出の補正予
算１件が提出され採決が行われました。
（採決結果は12ページに掲載してあります。）
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孝
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議
員

＊‌�

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
今
後

の
取
組
み
に
つ
い
て

＊‌�

観
光
資
源
に
つ
い
て

＊‌�

管
理
職
の
男
女
共
同
参
画
に

つ
い
て

水
戸
芳
美 

議
員

＊‌�
天
童
高
原
の
環
境
整
備
に
つ

い
て

＊‌�

田
麦
野
地
区
の
環
境
整
備
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い
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木
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一 

議
員
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将
棋
の
タ
イ
ト
ル
戦
の
招
致

を
＊�

倉
津
川
沿
い
の
し
だ
れ
桜
の

管
理
に
つ
い
て

＊�

地
域
に
と
っ
て
大
切
な
学
校

を
存
続
さ
せ
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た
め
に

笹
原
隆
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議
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本
市
の
財
政
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い
て

＊
婚
活
支
援
に
つ
い
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三
宅
和
広 

議
員

＊�

本
市
の
林
業
振
興
に
つ
い
て

＊�

ひ
と
り
親
家
庭
の
支
援
に
つ

い
て

遠
藤
喜
昭 

議
員

＊�

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

渡
辺
博
司 

議
員

＊�

児
童
館
の
あ
り
方
に
つ
い
て

＊�

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
に
つ

い
て

石
垣
昭
一 

議
員

＊‌�

地
域
農
業
を
守
る
た
め
に

＊‌�

負
担
が
重
い
国
民
健
康
保
険

税
軽
減
の
た
め
に

伊
藤
和
子 

議
員

＊‌�
地
域
で
と
も
に
育
ち
、学
び
、

働
き
、
暮
ら
す
仕
組
み
づ
く

り
を
目
指
し
て

野
口
さ
つ
き 

議
員

＊‌�

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

に
つ
い
て

＊�‌

遊
休
農
地
の
改
善
対
策
に
つ

い
て

★
清
新
会

★
て
ん
ど
う
創
生
の
会

★
日
本
共
産
党
天
童
市
議
団

★
無
会
派

質
問
者
と
質
問
事
項
（
☆
印
は
会
派
名
）

審　査　日　程
月　日 内　　容

１２／６（月） 本会議（‌�会期の決定、提案理由の説明、予
算特別委員会の設置など）

１２／９（木）
１２／１０（金） 本会議（市政に対する一般質問）

１２／１３（月） 環境福祉常任委員会（付託案件の審査）

１２／１４（火） 経済建設常任委員会（付託案件の審査）

１２／１５（水）
１２／１６（木）

予算特別委員会（付託案件の審査）
予算特別委員会（討論、表決）

１２／２０（月） 本会議（委員長報告、質疑、討論、表決など）

2令和４年２月１日発行令和４年２月１日発行
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一 般 質 問

本
市
の
観
光
資
源
の

磨
き
上
げ
に
つ
い
て

　
将
棋
の
ま
ち
天
童
を
よ
り
深

化
さ
せ
る
た
め
に
観
光
資
源
の

磨
き
上
げ
が
必
要
と
考
え
る
。

藤
井
４
冠
の
活
躍
で
、
将
棋
が

注
目
さ
れ
て
お
り
、
将
棋
の
ま

ち
天
童
を
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
す

る
絶
好
の
機
会
で
あ
る
。

　
将
棋
資
料
館
は
、
将
棋
の
ま

ち
天
童
の
重
要
な
観
光
拠
点
で

あ
り
、
よ
り
魅
力
の
あ
る
施
設

に
す
る
た
め
に
企
画
展
示
の
充

実
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
が
あ

る
と
考
え
る
が
、
今
後
の
本
市

の
取
組
み
を
伺
う
。

山
本
市
長　
平
成
４
年
に
将
棋

資
料
館
を
開
設
後
、
隣
に
将
棋

交
流
室
、
令
和
２
年
に
は
も‌

り
〜
な
天
童
の
製
作
実
演
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
る
な
ど
将
棋
の
ま

ち
の
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

将
棋
資
料
館
は
、
来
年
度
に
開

館
３０
年
と
な
り
、
記
念
の
企
画

展
を
計
画
し
て
い
る
。
今
後
と

も
、
展
示
品
の
充
実
や
施
設
の

修
繕
を
図
っ
て
い
く
。

　
藤
井
聡
太
４
冠
の
活
躍
に
よ

り
将
棋
が
注
目
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
機
会
を
逃
す
こ
と
な
く
、

将
棋
を
生
か
し
た
観
光
資
源
の

磨
き
上
げ
を
図
り
、
将
棋
に
ち

な
ん
だ
新
た
な
観
光
資
源
を
整

備
し
た
い
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
こ
れ

か
ら
の
活
用
計
画
に
つ
い
て

　
本
市
に
お
け
る
協
力
隊
員
は

現
在
２
名
で
、
隊
員
１
名
の
残

任
期
間
は
あ
と
１
年
で
あ
る
。

来
年
度
か
ら
１
名
の
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
が
着
任
す
る
と
聞

い
て
い
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う

な
部
門
で
の
活
用
を
考
え
て
い

る
の
か
伺
う
。

山
本
市
長　
本
市
の
協
力
隊
は
、

移
住
定
住
担
当
と
鳥
獣
被
害
対

策
担
当
の
２
名
が
在
籍
し
、
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
知
恵
を
出

し
合
っ
て
活
動
し
て
き
た
。
来

年
４
月
か
ら
田
麦
野
地
域
の
活

性
化
を
担
当
す
る
隊
員
が
着
任

す
る
。

　
ま
た
、
引
き
続
き
移
住
定
住

を
促
進
す
る
た
め
、
後
任
の
隊

員
を
選
考
し
て
い
る
。
空
き
家

対
策
担
当
の
隊
員
も
募
集
を
開

始
し
た
。
庁
内
の
各
課
等
に
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
制
度
へ

の
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
、
行

政
課
題
の
解
決
に
つ
な
が
る
活

用
を
推
進
し
て
い
く
。

水
田
の
遊
休
農
地
解
消
の
た
め
の

補
助
金
創
設
に
つ
い
て

　
田
麦
野
地
区
で
は
、
今
年
度

限
り
で
稲
作
が
で
き
な
く
な
る

水
田
が
約
６
㌶
位
発
生
す
る
。

高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
個
人
農

家
で
の
耕
作
は
難
し
い
。
遊
休

農
地
解
消
の
た
め
に
も
稲
作
を

拡
大
で
き
る
法
人
や
団
体
に
、

仮
称
中
山
間
地
稲
作
委
託
補
助

金
等
を
創
設
し
て
委
託
し
て
も

ら
っ
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
今

年
は
、
米
価
下
落
で
米
農
家
に

と
っ
て
大
き
な
打
撃
を
受
け
て

い
る
。
次
年
度
の
稲
作
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
る
支
援
策

が
必
要
で
は
な
い
か
。

山
本
市
長　
現
在
、
中
山
間
地

域
等
直
接
支
払
制
度
を
利
用
し

て
い
る
が
、
補
助
金
と
は
別
に

新
た
な
担
い
手
、
耕
作
者
、
維

持
管
理
さ
れ
る
方
を
確
保
す
る

た
め
に
支
援
し
て
い
く
。
ま
た
、

米
生
産
農
家
へ
の
支
援
に
つ
い

て
は
、
具
体
的
な
支
援
策
の
制

度
設
計
を
行
っ
て
い
る
。

天
童
高
原
の
環
境
整
備

を
進
め
る
べ
き

　
次
の
点
に
つ
い
て
市
の
考
え

を
伺
う
。

①
コ
ロ
ナ
禍
で
、
オ
ー
ト
キ
ャ

ン
プ
場
を
整
備
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

②
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
が
で
き
て

誰
で
も
楽
し
め
る
移
動
式
モ

ジ
ュ
ラ
ー
パ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
を

整
備
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

③
天
童
高
原
で
一
般
の
人
も
ド

ロ
ー
ン
を
飛
ば
せ
る
よ
う
使
用

緩
和
を
し
て
は
ど
う
か
。

④
子
ど
も
の
リ
フ
ト
料
金
を
減

額
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

⑤
ス
キ
ー
教
室
を
実
施
す
る
小

学
校
が
激
減
し
て
い
る
。
雪
国

の
文
化
を
継
承
し
て
い
く
た
め

に
も
教
育
委
員
会
で
推
奨
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

山
本
市
長　
①
利
用
動
向
が
不

透
明
な
た
め
、
現
在
の
キ
ャ
ン

プ
場
を
優
先
的
に
見
直
す
。

②
平
ら
な
所
な
ら
可
能
だ
が
、

安
全
確
保
に
課
題
が
あ
る
。

③
吉
野
平
に
限
定
し
一
定
の

ル
ー
ル
を
定
め
た
上
で
使
用
で

き
る
よ
う
検
討
す
る
。

④
当
面
子
ど
も
の
リ
フ
ト
料
金

は
変
更
し
な
い
。

相
澤
教
育
長　
⑤
ス
キ
ー
教
室

の
実
施
に
つ
い
て
は
、
各
学
校

に
合
わ
せ
支
援
し
て
い
く
。

佐さ

藤と
う

孝こ
う

一い
ち

議
員

水み

戸と

芳よ
し

美み

議
員
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一 般 質 問

地
域
に
と
っ
て
大
切
な

小
学
校
を
存
続
さ
せ
て
い
く
た
め

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
守
る

た
め
、
地
域
の
核
で
あ
る
小
学

校
を
存
続
さ
せ
る
た
め
に
、
あ

ら
ゆ
る
手
立
て
を
講
じ
る
必
要

が
あ
る
。
小
規
模
特
認
校
制
度

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
等
、

小
規
模
小
学
校
の
特
色
あ
る
運

営
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
し
、

地
域
と
一
緒
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

相
澤
教
育
長　
小
・
中
学
校
で

は
、
地
域
の
「
ひ
と
・
も
の
・

こ
と
」
を
積
極
的
に
活
用
し
た

特
色
あ
る
教
育
活
動
を
展
開
し

て
い
る
。
学
校
は
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
核
と
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
機
能
を
併
せ
持
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
今
後
も
「
地
域
と
と

も
に
あ
る
持
続
可
能
な
学
校
づ

く
り
」
を
一
層
進
め
て
い
く
。

　
そ
の
た
め
に
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ク
ー
ル
等
の
特
色
あ
る

学
校
づ
く
り
の
先
進
的
・
効
果

的
な
実
践
事
例
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
特
色
あ
る
学
校
に
関
心

の
あ
る
人
が
入
学
で
き
る
小
規

模
特
認
校
制
度
に
よ
る
通
学
基

準
の
緩
和
等
の
調
査
・
研
究
を

進
め
て
い
き
た
い
。

倉
津
川
の
し
だ
れ
桜

長
く
親
し
ま
れ
る
よ
う
に

　
今
後
も
倉
津
川
の
し
だ
れ
桜

の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
、
本
市
の

重
要
な
観
光
資
源
と
し
て
大
き

く
育
て
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。
し
だ
れ
桜
の
適
切
な

植
栽
と
老
朽
化
が
著
し
い
照
明

機
器
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
へ
の
更
新
等
、

市
が
し
っ
か
り
と
管
理
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
い

か
が
か
。

山
本
市
長　
倉
津
川
の
し
だ
れ

桜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
、
約
１

カ
月
に
わ
た
り
楽
し
め
る
こ
と

や
、
昼
の
景
色
と
は
大
き
く

違
っ
た
表
情
を
見
せ
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
天
童
温
泉
へ
の
誘
客

策
と
し
て
非
常
に
魅
力
的
な
観

光
資
源
で
あ
り
、
観
光
客
か
ら

も
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
照

明
設
備
は
経
年
劣
化
で
点
灯
し

な
く
な
る
恐
れ
が
大
き
い
た
め
、

早
期
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
努
め
る
。

　
ま
た
、
平
成
３０
年
度
か
ら
定

期
的
に
樹
木
医
の
診
断
を
受
け

る
と
と
も
に
、
毎
年
冬
に
市
内

の
造
園
業
者
が
剪
定
を
行
っ
て

お
り
、
今
後
も
適
切
な
管
理
に

努
め
て
い
く
。

少
子
化
問
題
の
一
丁
目
一
番
地

未
婚
化
対
策
の
強
化
を

　
子
育
て
日
本
一
を
目
指
す
な

ら
、
婚
活
支
援
の
拡
充
が
何
よ

り
も
大
切
で
あ
る
。
独
身
者
の

ニ
ー
ズ
が
高
い
婚
活
を
支
援
し

て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
安
心
し
て

結
婚
で
き
る
環
境
を
整
え
る
べ

き
。
本
市
の
婚
活
支
援
状
況
や

今
後
の
見
通
し
は
。

　
ま
た
、
婚
活
イ
ベ
ン
ト
の
実

施
、
婚
活
情
報
の
提
供
に
お
い

て
市
町
村
間
で
連
携
す
る
取
組

み
の
状
況
は
。

山
本
市
長　
本
市
で
は
、
婚
活

セ
ミ
ナ
ー
や
出
会
い
か
ら
結
婚

ま
で
お
手
伝
い
す
る
結
婚
サ

ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
結
婚
相
談
会

の
開
催
、
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
す
る
団
体
へ
の
補
助
等
を

行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
経
済
的
不
安
か
ら
結

婚
に
踏
み
切
れ
な
い
カ
ッ
プ
ル

の
た
め
に
、
今
年
度
か
ら
引
っ

越
し
や
家
賃
の
補
助
を
増
額
し

て
支
援
強
化
し
て
い
る
。
婚
活

支
援
事
業
は
広
域
で
の
取
組
み

が
重
要
と
考
え
、
山
形
連
携
中

枢
都
市
圏
（
７
市
７
町
）
で
情

報
交
換
を
進
め
て
い
く
。

佐
藤
総
務
部
長　
結
婚
サ
ポ
ー

タ
ー
に
よ
る
活
動
は
、
成
婚
に

つ
な
が
っ
て
い
る
が
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
大
変
な
た
め
活
動
費

を
段
階
的
に
拡
充
し
て
い
る
。

将
来
に
ツ
ケ
を
残
さ
な
い

財
政
運
営
を

　
公
民
館
、
図
書
館
、
美
術
館

な
ど
の
公
共
施
設
、上
下
水
道
、

橋
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
は
市
民
生

活
に
欠
か
せ
な
い
も
の
だ
が
、

老
朽
化
で
改
修
も
必
要
に
な
る
。

今
後
ま
す
ま
す
維
持
・
管
理
・

補
修
に
大
き
な
費
用
が
必
要
と

な
る
と
予
想
さ
れ
る
が
将
来
の

財
政
面
と
の
整
合
性
が
取
れ
る

の
か
不
安
に
思
う
。
市
の
考
え

は
。

山
本
市
長　
本
市
の
市
有
施
設

や
イ
ン
フ
ラ
資
産
は
整
備
後
３０

年
以
上
経
過
し
た
も
の
が
多
く
、

維
持
管
理
、
修
繕
・
更
新
が
課

題
で
あ
る
。
国
・
県
の
補
助
金

の
積
極
的
な
活
用
、
有
利
な
起

債
発
行
、
基
金
の
取
崩
し
な
ど

財
源
を
確
保
し
て
、
将
来
世
代

に
過
度
な
財
政
負
担
を
生
じ
さ

せ
な
い
よ
う
計
画
的
に
実
施
す

る
。

鈴す
ず

木き

照し
ょ
う

一い
ち

議
員

笹さ
さ

原は
ら

隆た
か

義よ
し

議
員
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一 般 質 問

森
林
資
源
の

積
極
的
な
活
用
を

　
天
童
市
は
総
面
積
の
３３
㌫
が

林
野
面
積
で
あ
る
。
そ
の
森
林

資
源
を
積
極
的
に
活
用
す
る
必

要
が
あ
る
。

　
林
道
整
備
、
境
界
線
確
定
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
の

活
用
な
ど
、
森
林
資
源
を
積
極

的
に
活
用
す
る
た
め
の
本
市
で

の
現
在
の
取
組
状
況
は
。

山
本
市
長　
森
林
資
源
の
活
用

の
面
で
は
、
現
在
実
施
し
て
い

る
県
産
材
の
間
伐
材
を
利
用
し

た
中
学
校
へ
の
木
工
教
材
の
提

供
の
ほ
か
、
今
後
は
、
民
間
事

業
者
に
よ
る
森
林
経
営
計
画
や

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
等
の
計

画
の
発
案
に
つ
い
て
も
、
関
係

機
関
と
連
携
し
な
が
ら
支
援
し

空
き
家
に
対
す
る

住
民
の
不
安
を
取
り
除
く
た
め
に

　
本
市
に
は
、
長
年
放
置
さ
れ

た
ま
ま
で
倒
壊
の
危
険
や
周
囲

に
悪
影
響
を
与
え
る
な
ど
、
管

理
不
全
と
さ
れ
る
空
き
家
が
あ

る
。
今
年
に
入
り
貫
津
地
区
に

お
い
て
原
因
不
明
の
火
災
も
発

生
し
、
周
辺
住
民
の
不
安
を
抱

え
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
管
理
不
全
空
き
家
の

改
善
に
向
け
た
今
後
の
見
通
し

を
伺
う
。

山
本
市
長　
こ
れ
ま
で
適
正
な

管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
空
き

家
の
所
有
者
に
対
し
て
、
文
書

の
送
付
や
訪
問
を
通
し
状
況
の

改
善
に
向
け
粘
り
強
く
指
導
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
空
き
家

バ
ン
ク
や
補
助
事
業
の
実
施
に

よ
る
利
活
用
対
策
、
空
き
家
セ

ミ
ナ
ー
等
相
談
体
制
の
強
化
に

努
め
て
い
る
。
周
辺
に
悪
影
響

を
与
え
て
い
る
空
き
家
も
あ
り
、

今
後
、
特
定
空
き
家
等
の
認
定

を
含
め
た
行
政
指
導
や
、
空
き

家
の
有
効
活
用
を
通
し
て
住
宅

用
地
の
好
循
環
、
土
地
の
新
陳

代
謝
を
促
進
で
き
る
よ
う
、
地

域
と
の
情
報
共
有
や
関
連
業
界

と
の
連
携
を
図
っ
て
い
く
。

従
来
の
補
助
と
税
の
減
免
で

二
刀
流
の
対
策
を

　
少
子
高
齢
化
、
核
家
族
化
が

進
み
、
本
市
の
高
齢
者
世
帯
が

半
数
を
超
え
て
お
り
、
今
後
さ

ら
に
急
速
に
増
加
し
て
い
く
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
。
こ
れ
か
ら

の
空
き
家
対
策
は
、
所
有
者
や

相
続
者
の
決
断
を
早
め
、
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
に
進
め
ら
れ
る
よ

う
、
こ
れ
ま
で
本
市
が
進
め
て

き
た
解
体
や
リ
フ
ォ
ー
ム
等
へ

の
補
助
に
加
え
、
解
体
後
約
６

倍
と
さ
れ
る
固
定
資
産
税
を
減

免
す
る
二
刀
流
の
対
策
を
検
討

す
べ
き
で
は
な
い
か
。
次
の
空

き
家
対
策
の
計
画
に
盛
り
込
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。

山
本
市
長　
一
部
の
地
域
で
、

空
き
家
の
土
地
を
有
効
活
用
し

住
宅
分
譲
を
行
っ
た
経
過
が
あ

る
。
将
来
検
討
す
べ
き
状
況
が

来
れ
ば
視
野
に
入
れ
て
検
討
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
、
今
回
の

議
論
を
真
摯
に
受
け
止
め
た
い
。

て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
採
算
性
の
観
点
な
ど

か
ら
森
林
所
有
者
に
よ
る
伐
採

等
が
進
ん
で
い
な
い
た
め
、
森

林
環
境
譲
与
税
等
を
活
用
し
た

作
業
道
整
備
も
含
め
た
間
伐
等

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

ひ
と
り
親
家
庭
の

養
育
費
確
保
を

　
離
婚
後
に
養
育
費
を
受
け
取

ら
ず
に
生
活
し
て
い
る
ひ
と
り

親
家
庭
が
相
当
数
あ
る
。

　
ひ
と
り
親
家
庭
が
困
窮
に
陥

る
こ
と
な
く
子
ど
も
が
健
や
か

に
成
長
す
る
た
め
に
、
国
の
補

助
金
を
活
用
し
て
ひ
と
り
親
家

庭
の
養
育
費
を
確
保
す
る
た
め

の
具
体
的
な
支
援
を
実
施
し
て

は
ど
う
か
。

山
本
市
長　
県
で
は
、
ひ
と
り

親
家
庭
自
立
促
進
計
画
に
基
づ

き
、
養
育
費
に
関
す
る
広
報
啓

発
や
離
れ
て
暮
ら
す
親
子
の
面

会
交
流
を
支
援
す
る
事
業
を
実

施
し
て
い
る
。
ま
た
、
関
係
機

関
と
意
見
交
換
を
行
い
効
果
的

な
養
育
費
確
保
対
策
を
検
討
す

る
と
し
て
い
る
。

　
本
市
と
し
て
は
、
県
と
歩
調

を
合
わ
せ
、
ひ
と
り
親
家
庭
の

相
談
に
丁
寧
に
応
じ
適
切
な
助

言
を
行
う
と
と
も
に
、
今
後
と

も
相
談
内
容
や
相
談
件
数
の
状

況
を
注
視
し
て
い
く
。

三み

宅や
け

和か
ず

広ひ
ろ

議
員

遠え
ん

藤ど
う

喜よ
し

昭あ
き

議
員
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一 般 質 問

唯
一
の
児
童
館
と
な
る

寺
津
児
童
館
の
今
後
は

　
令
和
４
年
度
か
ら
唯
一
の
児

童
館
と
な
る
寺
津
児
童
館
は
若

い
共
働
き
世
帯
に
と
っ
て
、
早

朝
・
延
長
保
育
が
受
け
ら
れ
ず

不
便
さ
を
感
じ
て
い
る
。
現
在

は
、
同
じ
市
内
に
お
い
て
も
行

政
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
平
等
に

享
受
で
き
な
い
と
い
う
格
差
が

生
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
状
況
を

是
正
す
べ
く
他
地
区
の
認
定
こ

ど
も
園
で
の
受
入
れ
等
、
暫
定

的
な
案
も
検
討
す
べ
き
と
思
う

が
市
の
考
え
は
。

山
本
市
長　
認
定
こ
ど
も
園
へ

の
移
行
も
含
め
検
討
し
て
い
る

が
、
施
設
運
営
に
必
要
な
児
童

数
の
確
保
や
改
修
事
業
費
等
の

課
題
が
あ
る
。
ま
た
、
寺
津
児

童
館
へ
の
次
年
度
新
規
入
館
希

望
が
な
い
状
況
を
重
く
受
け
止

め
て
い
る
。
そ
の
た
め
市
全
体

の
保
育
需
要
や
、
他
の
公
立
施

設
の
あ
り
方
と
と
も
に
、
継
続

し
て
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

気
軽
に
利
用
で
き
る
屋
外

ス
ポ
ー
ツ
環
境
づ
く
り
を

　
昨
今
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
り
屋
内
施
設
の
利
用
に

制
限
が
あ
る
。
本
市
の
ス
ポ
ー

ツ
活
動
を
よ
り
活
性
化
さ
せ
る

た
め
に
、
事
前
申
し
込
み
が
な

く
無
料
で
気
軽
に
で
き
る
屋
外

ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備
は
、
大

人
や
生
徒
に
と
っ
て
は
よ
り
必

要
性
が
増
し
て
お
り
、
市
民
の

健
康
寿
命
の
延
伸
に
も
つ
な
が

る
と
思
う
が
市
の
考
え
は
。

　
ま
た
、
国
が
定
め
る
ス
ポ
ー

ツ
基
本
計
画
に
お
い
て
も
見
直

し
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
が
ど

の
よ
う
な
見
直
し
に
な
る
の
か
。

山
本
市
長　
市
内
に
は
、
児
童

遊
具
の
他
、
健
康
遊
具
を
有
す

る
公
園
が
７
カ
所
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
ゴ
ー
ル
を
有
す
る
公
園
が
９

カ
所
あ
る
。
こ
れ
ら
の
既
存
施

設
を
有
効
に
活
用
し
て
、
健
康

増
進
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

結
城
市
民
部
長　
国
の
第
二
期

ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
は
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
競
技
に
視
点

を
置
い
た
計
画
だ
が
、
現
在
見

直
し
が
進
め
ら
れ
て
い
る
次
期

計
画
は
、
国
民
の
ス
ポ
ー
ツ
と

い
う
視
点
で
議
論
さ
れ
て
い
る
。

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
有
効
活

用
も
含
め
、
地
域
と
の
つ
な
が

り
を
検
討
し
な
が
ら
市
ス
ポ
ー

ツ
推
進
計
画
を
見
直
し
て
い
く
。

米
価
下
落
に

自
治
体
独
自
補
助
の
実
施
を

　
令
和
３
年
産
米
は
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
需
要
の
消
失
で
過
大

な
流
通
在
庫
が
生
ま
れ
、
米
価

は
大
暴
落
し
て
い
る
。
大
規
模

農
家
で
も
経
営
維
持
が
困
難
と

の
指
摘
が
あ
る
。
米
生
産
農
家

に
対
す
る
本
市
独
自
の
支
援
を

求
め
る
も
の
で
あ
る
が
市
の
考

え
を
伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
令
和
３
年
産
の
米

価
が
大
幅
に
下
落
し
た
こ
と
に

よ
り
、
米
生
産
農
家
に
は
営
農

意
欲
の
減
退
や
将
来
の
経
営
維

持
に
対
す
る
不
安
が
増
す
な
ど
、

本
市
農
業
や
地
域
経
済
に
対
す

る
影
響
に
つ
い
て
大
変
危
惧
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
県
に
お
い

て
は
、
米
価
下
落
の
影
響
緩
和

と
次
期
作
に
向
け
た
営
農
意
欲

の
維
持
・
向
上
を
図
る
た
め
の

米
生
産
農
家
に
対
す
る
支
援
に

つ
い
て
の
方
向
性
が
示
さ
れ
た
。

　
本
市
に
お
い
て
も
必
要
な
支

援
を
行
う
べ
く
、
制
度
の
内
容

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　
今
般
、
県
に
よ
る
支
援
策
が

明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

市
に
よ
る
上
乗
せ
支
援
に
つ
い

て
、
具
体
的
な
制
度
設
計
の
段

階
に
入
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

子
ど
も
の
国
保
税

均
等
割
の
軽
減
を

　
令
和
４
年
度
か
ら
国
に
お
い

て
、
未
就
学
児
に
係
る
均
等
割

の
軽
減
制
度
が
創
設
さ
れ
る
。

　
本
市
に
お
い
て
さ
ら
に
拡
充

さ
れ
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で

あ
る
が
市
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
国
に
お
い
て
未
就

学
児
の
均
等
割
の
５
割
を
軽
減

す
る
制
度
が
導
入
さ
れ
る
。
保

険
税
の
軽
減
分
は
公
費
に
よ
り

賄
わ
れ
る
。

　
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

間
に
お
け
る
負
担
の
公
平
性
や

万
全
な
財
政
運
営
の
確
保
の
観

点
か
ら
、
子
ど
も
の
保
険
税
均

等
割
の
軽
減
に
つ
い
て
、
市
が

独
自
に
拡
充
す
る
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
。

　
全
国
知
事
会
や
市
長
会
、
町

村
長
会
で
は
、
さ
ら
な
る
制
度

拡
充
を
要
望
し
て
お
り
、
国
の

動
向
を
注
視
し
て
適
切
に
対
応

し
て
い
き
た
い
。

石い
し
　
が
き
　
し
ょ
う
　
い
ち

垣

昭

一
議
員

渡わ
た

辺な
べ

博ひ
ろ

司し

議
員

6令和４年２月１日発行令和４年２月１日発行



王
将

王
将

王
将

金
将

金
将

金
将

と

と

と

金

金

金

桂
馬

桂
馬

桂
馬

角
行

角
行

角
行

金

金

金

龍
王

龍
王

龍
王

香
車

香
車

香
車

歩
兵

歩
兵

歩
兵

銀
将

銀
将

銀
将

飛
車

飛
車

飛
車

金

金

金

馬

馬

馬

一 般 質 問

地
域
で
と
も
に
育
ち
、
学
び
、

働
き
、
暮
ら
す
仕
組
み
づ
く
り
を

　
天
童
市
は
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

に
応
じ
た
支
援
策
は
あ
る
も
の

の
、
天
童
に
生
ま
れ
、
育
ち
、

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
支
援
シ
ス
テ

ム
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を
図

る
べ
き
で
は
な
い
か
。
家
庭
と

関
係
機
関
が
連
携
し
て
支
援
を

行
う
た
め
、
個
別
の
支
援
計
画

を
作
成
し
、
情
報
を
共
有
す
べ

き
で
は
。

山
本
市
長　
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

を
通
じ
て
継
続
し
た
支
援
が
必

要
と
判
断
し
た
子
に
対
し
て
は
、

保
育
施
設
、
子
育
て
支
援
課
、

社
会
福
祉
課
、
学
校
教
育
課
と

情
報
を
共
有
し
、連
携
を
図
り
、

切
れ
目
の
な
い
支
援
を
し
て
い

子
宮
頸
が
ん

予
防
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

　
本
年
１０
月
に
国
で
は
子
宮
頸

が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
積
極
的

勧
奨
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
勧

奨
が
再
開
さ
れ
た
場
合
、
本
市

の
対
応
に
つ
い
て
考
え
を
伺
う
。

ま
た
、
市
独
自
の
キ
ャ
ッ
チ

ア
ッ
プ
制
度
（
誰
一
人
取
り
残

さ
な
い
救
済
措
置
）
を
導
入
し

て
は
ど
う
か
。

山
本
市
長　
医
療
機
関
で
の
接

種
体
制
の
整
備
を
進
め
、
標
準

的
な
接
種
期
間
の
中
学
１
年
生

の
女
子
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
、

予
診
票
等
を
送
付
し
、
個
別
の

勧
奨
を
行
っ
て
い
く
。
ま
た
、

中
学
２
年
生
か
ら
高
校
１
年
生

相
当
ま
で
の
方
に
も
、
個
別
の

通
知
を
検
討
す
る
。
キ
ャ
ッ
チ

ア
ッ
プ
制
度
に
つ
い
て
は
、
国

の
方
針
が
示
さ
れ
次
第
、
対
応

し
て
い
く
。

五
十
嵐
健
康
福
祉
部
長　
中
学

２
・
３
年
生
に
は
、
各
中
学
校

を
通
し
、
制
度
変
更
な
ど
の
情

報
提
供
を
考
え
て
い
る
。

遊
休
農
地
の
改
善
、

対
策
に
つ
い
て

　
気
軽
に
小
規
模
な
農
業
を
始

め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
遊
休

農
地
の
改
善
に
も
つ
な
が
る
の

で
は
。
ま
た
、
遊
休
農
地
の
改

善
対
策
は
。
さ
ら
に
市
民
農
園

を
行
政
で
運
営
し
て
は
。

堀
越
農
業
委
員
会
会
長　
令
和

３
年
度
の
遊
休
農
地
面
積
は
、

１４
㌶
で
あ
る
。
同
年
度
か
ら
遊

休
農
地
解
消
対
策
事
業
制
度
を

拡
充
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
、

今
年
度
も
約
２
㌶
の
解
消
を
見

込
ん
で
い
る
。
本
市
に
お
け
る

農
地
の
権
利
取
得
に
係
る
下
限

面
積
は
、３０
㌃
と
定
め
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
気
軽
に
小
規
模
な

農
家
を
始
め
る
こ
と
は
、
現
在

は
困
難
で
あ
る
。
農
園
利
用
方

式
の
市
民
農
園
で
あ
れ
ば
、
農

地
法
等
の
手
続
き
は
必
要
な
い
。

大
木
経
済
部
長　
市
民
農
園
で

の
農
業
体
験
が
新
規
就
農
に
つ

な
が
る
ケ
ー
ス
も
想
定
さ
れ
、

貴
重
な
体
験
の
場
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
市
民
農
園
を
市

で
運
営
す
る
考
え
は
な
い
が
、

市
内
に
市
民
農
園
が
９
カ
所
あ

り
、
必
要
に
応
じ
て
周
知
や
支

援
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

る
。
今
後
も
関
係
機
関
と
の
連

携
に
努
め
、
支
援
の
充
実
を

図
っ
て
い
く
。

近
隣
市
町
で
は

利
用
で
き
る
の
に

　
国
は
家
庭
と
教
育
と
福
祉
の

一
層
の
連
携
を
強
化
す
る
と
し

て
、
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
推
奨
し
て
い
る
。

情
報
共
有
が
で
き
て
い
な
い
の

で
は
な
い
か
。

　
天
童
市
で
は
発
達
障
が
い
支

援
の
保
育
所
等
訪
問
支
援
事
業

を
小
学
校
で
利
用
で
き
て
い
な

い
。
改
善
す
べ
き
で
は
。

五
十
嵐
健
康
福
祉
部
長　
子
育

て
発
達
支
援
連
絡
調
整
会
議
を

設
置
し
、
関
係
機
関
と
の
連
携

を
図
る
た
め
、
年
に
１
回
情
報

共
有
を
行
っ
て
い
る
。

相
澤
教
育
長　
基
本
は
そ
の
子

に
と
っ
て
、
ど
う
い
う
支
援
が

望
ま
し
い
か
保
護
者
、
学
校
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
機
関
、
福
祉
行

政
が
一
緒
に
考
え
て
行
う
べ
き
。

そ
の
子
の
こ
と
を
中
心
に
考
え

な
が
ら
課
題
を
解
決
す
る
姿
勢

で
取
り
組
み
た
い
。

　
教
育
委
員
会
に
特
別
支
援
の

担
当
指
導
主
事
が
い
る
の
で
、

相
談
し
て
ほ
し
い
。

伊い

藤と
う

和か
ず

子こ

議
員

野の　
口ぐ

ち　
さ
つ
き
議
員
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燃
料
費
が
高
騰

委
員　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

管
理
運
営
に
要
す
る
経
費
の
う

ち
燃
料
費
３
４
４
万
６
０
０
０

円
の
内
容
は
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長　
原

油
価
格
の
高
騰
に
よ
り
燃
料
費

が
不
足
す
る
見
込
み
と
な
っ
た

た
め
増
額
す
る
も
の
。
ま
た
、

使
用
量
に
つ
い
て
は
、
例
年
と

同
じ
量
を
見
込
ん
で
い
る
。

コ
ロ
ナ
対
策

感
染
防
護
衣
の
購
入

委
員　
常
備
消
防
活
動
に
要
す

る
経
費
の
消
耗
品
費
３
７
９
万

１
０
０
０
円
の
内
容
は
。

消
防
課
長　
救
急
隊
が
使
用
す

る
感
染
防
護
衣
及
び
処
置
を
行

う
際
の
資
機
材
で
あ
る
。
発
熱

等
が
あ
る
場
合
は
、
コ
ロ
ナ
疑

い
と
し
て
対
応
し
、
使
用
し
た

も
の
は
処
分
す
る
た
め
、
新
た

な
も
の
を
購
入
す
る
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

管
理
棟
整
備
工
事
の
延
期

委
員　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ス

ポ
ー
ツ
施
設
整
備
工
事
費
２
０

　一般会計ほか特別会計補正予算は、予算特別
委員会に付託され審査された後、本会議におい
て、原案のとおり可決されました。
　審査の主なものは次のとおりです。

１３億８１０１万円を
増額補正し

３０８億８３８０万９０００円に

４
５
万
円
減
額
の
内
容
は
。

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
長　
市
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
管
理
棟
整
備

工
事
に
つ
い
て
、６
月
に
入
札
を

執
行
し
た
が
、
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ

ク
と
呼
ば
れ
る
世
界
的
な
木
材

高
騰
と
調
達
困
難
の
影
響
に
よ

り
不
調
と
な
っ
た
。
未
だ
状
況

が
改
善
さ
れ
な
い
た
め
、
今
年

度
の
工
事
は
困
難
と
判
断
し
た
。

交
通
安
全
対
策
に

要
す
る
経
費

委
員　
交
通
安
全
施
設
整
備
工

事
費
７９
万
７
０
０
０
円
の
内
訳

は
。

生
活
環
境
課
長　
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
設
置
費
用
の
増
額
で
あ
る
。

今
年
度
は
上
半
期
で
６
カ
所
設

置
し
た
。
下
半
期
は
７
カ
所
の

設
置
を
予
定
し
て
い
る
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備

委
員　
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
委
託
料
１
４
５
０
万
円
の

内
容
は
。

子
育
て
支
援
課
長　
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
２９
カ
所
の
児
童
の
入

退
室
管
理
、
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修

な
ど
業
務
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
図
る

た
め
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境

整
備
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
の

導
入
費
用
。
半
導
体
不
足
の
状

況
も
あ
る
が
、
年
度
内
整
備
を

目
指
し
た
い
。

新
生
児
に

出
産
支
援
給
付
金

委
員　
出
産
支
援
給
付
金
の
対

象
児
と
申
請
手
続
き
は
。

保
険
給
付
課
長　
県
の
事
業
で
、

令
和
３
年
４
月
２
日
か
ら
令
和

４
年
３
月
３１
日
に
出
生
し
、
住

民
登
録
さ
れ
て
い
る
新
生
児
１

人
に
５
万
８
０
０
０
円
支
給
さ

れ
る
。
１
月
以
降
、
市
か
ら
対

象
世
帯
に
申
請
書
が
送
付
さ
れ

る
。肉

用
牛
経
営
安
定
緊
急

対
策
事
業
費
補
助
金

委
員　
畜
産
振
興
一
般
に
要
す

る
経
費
４１
万
７
０
０
０
円
の
内

予算特別委員会 令和３年度一般会計補正予算

一般会計補正予算のあらまし
（単位：万円 単位未満四捨五入）主な内容

放課後児童クラブに要する経費
（放課後児童健全育成事業委託料） １,４５０

新型コロナウイルス感染症対策に要する経費
（‌�新型コロナウイルスワクチン予防接種体制確保
業務委託料）

１３,２０３

（新型コロナウイルスワクチン予防接種委託料） １５,４４７
畜産振興一般に要する経費
（肉用牛経営安定緊急対策事業費補助金） ４２

高速道路の施設整備に要する経費
（工事関連委託料） ５,００６

子育て世帯への臨時特別給付金の給付に要する経費 ５２,６０５
経営所得安定対策に要する経費
（稲作経営緊急応援事業給付金） １,９７０
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キャンプ場に設置されている浄化槽

教えて っすケケロロ

容
は
。

農
林
課
長　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
る
牛
肉
の

取
引
価
格
下
落
の
影
響
を
受
け

た
肥
育
農
家
を
支
援
し
、
農
業

経
営
の
安
定
を
図
る
も
の
で
、

１
頭
当
た
り
の
販
売
価
格
が
生

産
費
を
下
回
っ
た
場
合
に
、
そ

の
差
額
を
補
助
す
る
も
の
で
あ

る
。
差
額
の
９０
㌫
は
国
（
一
部

は
積
立
分
）
か
ら
、
残
り
の
１０

㌫
を
県
と
市
で
補
助
す
る
。

天
童
高
原
キ
ャ
ン
プ
場
の

浄
化
槽
の
管
理

委
員　
天
童
高
原
施
設
指
定
管

理
委
託
料
５９
万
１
０
０
０
円
増

の
内
容
は
。

産
業
立
地
室
長　
令
和
２
年
１０

月
に
完
成
し
た
キ
ャ
ン
プ
場
の

浄
化
槽
の
保
守
点
検
業
務
委
託

料
２９
万
１
０
０
０
円
及
び
浄
化

槽
運
転
の
た
め
の
年
間
の
電
気

料
３０
万
円
を
増
額
す
る
も
の
で

あ
る
。

３回目の新型コロナウイルスワクチン予防接種

（
仮
称
）天
童
南
ス
マ
ー
ト

Ⅰ
Ｃ
用
地
測
量
開
始

委
員　
高
速
道
路
の
施
設
整
備

に
要
す
る
経
費
の
工
事
関
連
委

託
料
５
０
０
０
万
円
の
内
容
は
。

高
速
道
路
整
備
推
進
室
長　
令

和
４
年
度
に
予
定
し
て
い
た

（
仮
称
）
天
童
南
ス
マ
ー
ト
Ⅰ

Ｃ
の
用
地
測
量
や
樹
木
等
の
物

件
調
査
を
本
年
度
に
前
倒
し
し

て
実
施
す
る
も
の
。
そ
の
他
の

財
源
３
１
４
５
万
円
に
つ
い
て

は
、
ネ
ク
ス
コ
東
日
本
か
ら
の

整
備
負
担
金
に
な
る
。

債務負担行為の補正　食器洗浄機等更新事業債務負担行為の補正　食器洗浄機等更新事業
「から弁」の負担軽減へ
市内学校給食 ごはん用食器とはしを導入

委員　債務負担行為の食器洗浄機等更新事業の補正の詳
細は？
学校給食センター所長　老朽化が進んでいる食器洗浄機
をごはん用食器とはしの洗浄を追加して行うことができ
る高性能の食器洗浄機に更新する。更新時期は学校の夏
休み期間とし、２学期からごはん用食器とはしの提供を
行っていきたいと考えている。

さらなる新型コロナ対策へ
３億２２６６万円 可決補正予算

予診票発送予定（１８歳以上の２回目接種済者対象）

予約受付体制

※５～１１歳の接種は国で検討中です。
※�電話番号がナビダイヤルからフリーダイヤルに変更になりま
した。

対象者 対象人数 発送予定 接種予定
３～４月接種済み者 約５００人 １１月１９日 １２月～

５月接種済み者 約１，５００人 １２月～ 令和４年
１月～

６～７月接種済み者 約２１，５００人 令和４年
１～２月

令和４年
２月～

８月～接種済み者 約２４，０００人 令和４年
３月～

令和４年
４月～

※接種完了日順に予約可能な範囲で小分けして発送します。
※�３回目接種は２回目完了から８カ月経過後です。国の方針に
より医療従事者、高齢者施設入所者等は６カ月、その他の高
齢者は令和４年２月以降７カ月経過後で前倒しとなります。
ワクチンの供給状況を見ながら、予約可能な範囲で前倒しで
発送します。

市公式 L IN E・
ホームページ ２４時間

市コールセンター
☎0120-008-042

令和４年
　１月～3 ９時～１７時  

９時３０分～  
　　　１６時３０分  

月　平日
令和４年
　４月～９月　平日

※�窓口予約受付・預かりは市健康センター、市立公民館、市保
険給付課、社会福祉課です。

債務負担行為ってなぁに？ＱＱ
　　複数年に渡る契約や後年度の支出が確実なものを、
期間・内容・限度額などを決めておいて、将来お金を払っ
ていく行為のことです。議会の議決が必要です。

ＡＡ

　１２月６日に開催された予算特別
委員会において、委員長及び副委
員長が互選されました。

　なお、予算特別委員会は、議長
を除く全議員で構成されています。

委 員 長　山　口　桂　子
副委員長　古　澤　義　弘

予算特別委員会
正副委員長を互選
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地域経済の発展と市民の雇用創出が期待される

山口西工業団地分譲区画図

そ
の
土
地
、
建
物
、
償
却
資
産

に
か
か
る
固
定
資
産
税
を
３
年

間
課
税
免
除
す
る
こ
と
に
な
る
。

委
員　
今
回
の
分
譲
予
定
地
は

工
業
団
地
全
体
の
ど
れ
く
ら
い

に
相
当
す
る
の
か
。
そ
し
て
今

後
の
分
譲
予
定
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

産
業
立
地
室
長　
今
回
の
売
買

契
約
に
よ
り
全
体
の
約
３８
㌫
が

分
譲
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
他

の
用
地
に
つ
い
て
も
現
在
交
渉

中
で
あ
る
。

買
の
合
意
が
整
っ
た
た
め
、
分

譲
地
を
処
分
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。
令
和
５
年
４
月
ご

ろ
の
操
業
を
予
定
し
、
将
来
的

に
は
約
４
０
０
人
の
雇
用
を
見

込
ん
で
い
る
。

委
員　
企
業
誘
致
は
地
域
間
の

競
争
と
な
っ
て
い
る
中
、
さ
ま

ざ
ま
な
減
免
措
置
を
行
っ
て
い

る
と
思
う
が
、
今
回
は
ど
の
よ

う
な
減
免
措
置
を
行
っ
て
い
る

の
か
。

産
業
立
地
室
長　
土
地
を
購
入

し
て
か
ら
３
年
以
内
に
操
業
し
、

市
民
を
４
人
以
上
雇
用
す
れ
ば
、

環
境
福
祉

田
麦
野
へ
き
地
保
育
所

を
閉
鎖

子
育
て
支
援
課
長　
田
麦
野
へ

き
地
保
育
所
に
つ
い
て
、
今
後

の
利
用
が
見
込
ま
れ
な
い
こ
と

と
、
隣
接
す
る
山
口
地
域
に
認

定
こ
ど
も
園
が
開
設
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
保
育
の
受
け
皿
が
確

保
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
当
該
保

育
所
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
を
廃
止
す
る
も
の
。

委
員　
田
麦
野
へ
き
地
保
育
所

の
建
物
は
、
今
後
ど
う
な
る
の

か
。

子
育
て
支
援
課
長　
現
段
階
で

は
地
域
の
住
民
が
利
用
で
き
る

施
設
と
し
て
有
効
に
活
用
し
て

い
き
た
い
と
い
う
考
え
で
あ
り
、

今
後
、方
向
性
を
考
え
て
い
く
。

山
口
児
童
館
が
認
定
こ

ど
も
園
に
移
行

　

子
育
て
支
援
課
長　
仮
称
山
口

認
定
こ
ど
も
園
の
運
営
事
業
者

に
対
し
、
運
営
に
必
要
な
土
地

及
び
建
物
を
令
和
４
年
４
月
１

日
か
ら
令
和
１４
年
３
月
３１
日
ま

で
、
無
償
で
貸
付
け
る
こ
と
を

定
め
る
も
の
で
あ
る
。

委
員　
土
地
と
建
物
の
無
償
貸

付
け
を
行
う
間
、
経
営
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
市
が
関
与
し
て

い
く
の
か
。

子
育
て
支
援
課
長　
公
私
連
携

法
人
と
し
て
協
定
を
結
ぶ
想
定

で
、
市
か
ら
運
営
事
業
者
へ
運

営
状
況
や
経
営
上
の
資
料
の
提

出
等
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
運
営
事
業
者
か
ら
の
要

望
な
ど
も
お
伺
い
し
て
市
も
協

力
す
る
な
ど
、
役
割
を
分
担
し

て
課
題
に
当
た
っ
て
い
く
。

経
済
建
設

株
式
会
社
メ
イ
コ
ー
と

分
譲
契
約
を
締
結

産
業
立
地
室
長　
山
口
西
工
業

団
地
に
つ
い
て
、
電
子
回
路
基

板
の
設
計
・
製
造
な
ど
を
行
う

株
式
会
社
メ
イ
コ
ー
と
土
地
売

　
１２
月
定
例
会
で
は
、
議
案
８
件
に
つ
い
て
各
常
任
委
員
会
へ
審
査
を

付
託
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
最
終
日
２０
日
の
本
会
議
で
は
、
各
委
員
長
が
審
査
状
況
に
つ

い
て
次
の
と
お
り
報
告
し
ま
し
た
。

常
任
委
員
会　
議
案
を
審
査
し
ま
し
た
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最新鋭設備により搗精工程で発生する衝撃を大幅減

４画面方式の指令台で的確な出場指令を行う

消防車搭載カメラの現場映像が指令室と共有される

　
全
国
的
に
不
登
校
児
童
生
徒

数
は
８
年
連
続
で
増
加
し
、
過

去
最
多
と
な
っ
て
お
り
、
本
市

は
、
全
国
や
県
に
比
べ
て
少
な

い
も
の
の
、
令
和
３
年
度
１０
月

時
点
で
令
和
２
年
度
の
ペ
ー
ス

よ
り
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
不
登
校
の
主
な
原
因
と
し
て

は
、
無
気
力
や
不
安
、
生
活
リ

ズ
ム
の
乱
れ
等
の
ほ
か
、
本
人

も
そ
の
原
因
が
分
か
ら
な
い
場

合
も
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
委
員
か
ら
の
「
不
登
校
予
防

に
向
け
た
取
組
み
は
」
と
の
質

問
に
、
教
職
員
や
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
関
係

機
関
が
一
体
と
な
り
「
チ
ー
ム

学
校
」
と
し
て
支
援
に
当
た
っ

て
お
り
、
今
後
と
も
き
め
細
や

か
な
対
応
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

市内小中学校　不登校児童生徒の現状市内小中学校　不登校児童生徒の現状委
員

会活動

委
員

会活動

　
市
内
不
登
校
児
童
生

　
市
内
不
登
校
児
童
生

徒
の
現
状
に
つ
い
て
所

徒
の
現
状
に
つ
い
て
所

管
事
務
調
査
を
実
施
し
、

管
事
務
調
査
を
実
施
し
、  

学
校
教
育
課
か
ら
説
明

学
校
教
育
課
か
ら
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

を
受
け
ま
し
た
。

　
新
社
屋
は
米
穀
部
門
と
園
芸

部
門
を
集
約
し
た
施
設
と
な
っ

て
い
ま
す
。
お
米
に
や
さ
し
い

自
然
流
下
式
搗と
う
精せ
い
の
縦
型
精
米

機
や
、
異
物
除
去
の
た
め
に
識

別
方
法
の
異
な
る
高
精
度
の
色

彩
選
別
機
と
い
っ
た
最
新
鋭
設

備
を
備
え
た
精
米
工
場
、
コ
ー

ル
ド
チ
ェ
ー
ン
に
対
応
し
た

ピ
ッ
キ
ン
グ
場
な
ど
、
よ
り
安

全
で
新
鮮
な
農
畜
産
物
を
家
庭

に
届
け
る
た
め
の
体
制
が
整
っ

て
い
ま
す
。

株式会社ジェイエイてんどうフーズを視察株式会社ジェイエイてんどうフーズを視察委
員

会活動

委
員

会活動

経済建設常任委員会経済建設常任委員会

　
令
和
２
年
度
に
完
成

　
令
和
２
年
度
に
完
成

し
た
株
式
会
社
ジ
ェ
イ

し
た
株
式
会
社
ジ
ェ
イ

エ
イ
て
ん
ど
う
フ
ー
ズ

エ
イ
て
ん
ど
う
フ
ー
ズ

の
新
社
屋
を
視
察
し
ま

の
新
社
屋
を
視
察
し
ま

し
た
。

し
た
。

高機能消防指令センター現地視察高機能消防指令センター現地視察 総務教育常任委員会総務教育常任委員会

総務教育常任委員会総務教育常任委員会

委
員

会活動

委
員

会活動

　
最
先
端
の
技
術
を
駆
使
し
た
機
能
を
持
つ

　
最
先
端
の
技
術
を
駆
使
し
た
機
能
を
持
つ

高
機
能
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
視
察
を
行
い

高
機
能
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
視
察
を
行
い

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　
４
画
面
方
式
の
指
令
台
を
備

え
て
お
り
、
１
１
９
番
通
報
か

ら
瞬
時
に
位
置
を
表
示
し
、
音

声
合
成
装
置
に
よ
る
自
動
指
令

に
よ
り
出
動
ま
で
の
時
間
を
大

幅
に
短
縮
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
よ
る
出
場
車
両
編
成

の
最
適
化
や
、
災
害
現
場
と
高

機
能
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
情

報
共
有
化
に
よ
り
、
住
民
の
暮

ら
し
と
安
全
を
守
っ
て
い
ま
す
。

局番なしで

119番
をダイヤルします。

119番のかけ方119番のかけ方

11/9

12/13

12/13
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教えて っすケケロロ

第５回臨時会（11月30日）〈市長提出議案〉
議案番号 件　　　　　名 結　果

議第３７号
天童市特定教育・保育施設及
び特定地域型保育事業の運営
に関する基準を定める条例の
一部改正について

原案可決
（全会一致）

議第３８号
天童市へき地保育所設置及び
管理に関する条例の廃止につ
いて

原案可決
（全会一致）

議第３９号 天童市児童館設置条例の一部
改正について

原案可決
（全会一致）

議第４０号 天童市国民健康保険条例の一
部改正について

原案可決
（全会一致）

議第４１号
天童市都市計画法に基づく開
発行為等の許可の基準に関す
る条例の一部改正について

原案可決
（全会一致）

議第４２号 財産の無償貸付けについて 原案可決
（全会一致）

議第４３号 山口西工業団地の分譲地の処
分について

原案可決
（全会一致）

議第４４号 令和３年度天童市一般会計補
正予算（第８号）

原案可決
（全会一致）

第７回臨時会（1月17日）〈市長提出議案〉

議案番号 件　　　　　名 結　果

議第２６号 令和３年度天童市一般会計補
正予算（第６号）

原案可決
（全会一致）

議第２７号
天童市特別職に属する者の給
与に関する条例等の一部改正
について

原案可決
（全会一致）

第６回定例会（12月6日～12月20日）〈市長提出議案〉
議案番号 件　　　　　名 結　果

議第２８号 令和３年度天童市一般会計補
正予算（第７号）

原案可決
（全会一致）

議第２９号 令和３年度天童市国民健康保
険特別会計補正予算（第３号）

原案可決
（全会一致）

議第３０号 令和３年度天童市介護保険特
別会計補正予算（第２号）

原案可決
（全会一致）

議第３１号
令和３年度天童市後期高齢者
医療特別会計補正予算（第２
号）

原案可決
（全会一致）

議第３２号
令和３年度天童市工業団地整
備事業特別会計補正予算（第
２号）

原案可決
（全会一致）

議第３３号 令和３年度天童市水道事業会
計補正予算（第１号）

原案可決
（全会一致）

議第３４号 令和３年度天童市民病院事業
会計補正予算（第１号）

原案可決
（全会一致）

議第３５号 令和３年度天童市公共下水道
事業会計補正予算（第１号）

原案可決
（全会一致）

議第３６号 天童市手数料条例の一部改正
について

原案可決
（全会一致）

提出された議案とその結果
　令和３年度第５回市議会臨時会、第６回市議会定例会、第７回市議会臨時会が開催され、提出
された議案は原案のとおり可決されました。提出された議案とその結果は、次のとおりです。

議会のひとコマ
ＩＣＴ議会　市長はじめ執行部もタブレットを導入ＩＣＴ議会　市長はじめ執行部もタブレットを導入
　天童市議会では
令和元年１０月にタ
ブレットを導入し、 
議案審査をはじめ
とする議会活動を
行ってきました。
　１２月定例会から、執行部もタブレットを導入し、
議会と執行部が一体となったＩＣＴ議会が本格運
用されました。今後はさらに議案書等のペーパー
レス化が図られ、より効率的な審議が行われます。

本会議の録画映像はスマホや
タブレットでもご覧いただけます！
　本会議は、インターネットでライブ中継して
おり、過去の映像もご覧いただけます。
　下記の二次元コードをス
マホなどで読み取ると、録
画映像が見られます。

議案番号 件　　　　　名 結　果

報第１２号
令和３年度天童市一般会計補
正予算（第９号）の専決処分
の承認を求めることについて

承　　認
（全会一致）

議第４５号 令和３年度天童市一般会計補
正予算（第１０号）

原案可決
（全会一致）

12令和４年２月１日発行令和４年２月１日発行



研修会の様子

東
根
市
外
二
市
一
町
共
立
衛
生
処
理
組
合

�

（
ク
リ
ー
ン
ピ
ア
共
立
）
議
会
報
告

各
市
町
の
負
担
金
が
確
定

　
令
和
３
年
１１
月
２２
日
の
組
合

議
会
第
３
回
定
例
会
で
、
令
和

３
年
度
の
各
市
町
の
負
担
金
が

確
定
し
ま
し
た
。
内
訳
は
下
表

の
と
お
り
で
す
。

　
前
年
度
に
対
し
て
全
体
で

１０
・
１
㌽
の
増
、
本
市
は
１０
・

５
㌽
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

令和３年度構成市町負担金確定額
（単位：千円、％）

市町名 Ｒ３年度 Ｒ２年度 前年比
天 童 市 ３６７，３８５ ３３２，４３９ １１０．５
東 根 市 ３００，７７３ ２７６，４８２ １０８．８
村 山 市 １５０，３９１ １３６，４８０ １１０．２
河 北 町 １３０，１５５ １１６，６３３ １１１．６
合　計 ９４８，７０４ ８６２，０３４ １１０．１

議会のうごき議会のうごき（１０月２５日～１月１９日）

■１０月
　２５日　�市長要請経済建設常任委員会（地元愛！天童温泉

お泊りキャンペーン事業の内容変更について）
■１１月
　１日　�県・市町村行政懇談会（Web会議／議長、局長）
　５日　�山形県市議会議長会議会報研修会（広報委員／南

陽市）
　８日　�市長要請経済建設常任委員会（山口西工業団地立

地協定締結式の開催について）
　９日　総務教育常任委員会研修会
　　　　環境福祉常任委員会研修会
　　　　経済建設常任委員会研修会
　１０日　総務教育常任委員会研修会
　　　　環境福祉常任委員会研修会
　１１日　�第１４６回山形県市議会議長会総会（議長、副議長、

局長／東根市）
　１５日　�東根市外二市一町共立衛生処理組合議会　議会

運営委員会
　　　　議会報告・意見交換会
　１６日　議会報告・意見交換会
　１７日　市長要請全員協議会
　18日　天童市農業振興懇談会
　１９日　�市長要請環境福祉常任委員会（新型コロナウイル

スワクチン接種に係る現状と今後の予定につい
て）

　　　　議会報告・意見交換会
　２２日　�東根市外二市一町共立衛生処理組合議会　全員

協議会・定例会
　２４日　市長要請各派代表者会
　　　　市長要請全員協議会
　２９日　議会運営委員会
　３０日　第５回市議会臨時会
　　　　市長要請全員協議会
　　　　広報委員会
■１２月
　６日～２０日　第６回市議会定例会
　　　　市長要請全員協議会
　　　　広報委員会
　１３日　総務教育常任委員会所管事務調査
　１４日　�市長要請経済建設常任委員会（株式会社ジェイエ

イてんどうフーズへ分譲した用地の所有者変更
について）

　１６日　市長要請全員協議会
　　　　議員定数・議員報酬検討特別委員会
　１７日　議会運営委員会
　　　　�市長要請環境福祉常任委員会（国民健康保険にお

ける傷病手当金の適用期間の延長について）
　２０日　広報委員会
　２２日　市内学童保育関係者との懇談会
　２３日　議会運営委員会
■１月
　５日　広報委員会
　６日　市長要請全員協議会
　13日　市長要請全員協議会
　　　　�市長要請環境福祉常任委員会（新型コロナウイル

スワクチン接種に係る現状と今後の予定につい
て）

　　　　広報委員会
　14日　議会運営委員会
　17日　第７回市議会臨時会
　　　　議員定数・議員報酬検討特別委員会
　19日　環境福祉常任委員会所管事務調査

　
南
陽
市
文
化
会
館
シ
ェ
ル

タ
ー
な
ん
よ
う
で
開
催
さ
れ
た

研
修
会
は
、
東
北
芸
術
工
科
大

学
の
赤
沼
明
男
准
教
授
を
講
師

に
迎
え
、
議
会
広
報
紙
を
作
成

す
る
上
で
の
デ
ザ
イ
ン
と
レ
イ

ア
ウ
ト
の
ポ
イ
ン
ト
を
説
明
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
表
紙
は
入
口
」
と
言
わ
れ

る
よ
う
に
、
中
身
を
ど
ん
な
に

充
実
さ
せ
て
も
手
に
取
っ
て
も

ら
え
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
の

で
、
読
み
手
の
入
口
に
な
る
表

紙
は
手
を
抜
い
て
は
い
け
な
い

と
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま
し

た
。
今
後
も
よ
り
良
い
議
会
報

作
成
に
向
け
て
工
夫
し
て
ま
い

り
ま
す
。

議
会
報
研
修
会

　
１1
月
５
日
、山
形
県
市
議
会
議
長
会
主
催
の
議
会
報
研
修
会
が
南
陽
市
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
市
の
広
報
委
員
等
が
「
デ
ザ
イ
ン
と
役
割
」
を
テ
ー
マ
に
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

あ
な
た
に
届
け
た
い

あ
な
た
に
届
け
た
い
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議会報告・意見交換会を開催議会報告・意見交換会を開催
　
１１
月
１５
日
、
１６
日
、

１９
日
の
３
日
間
に
わ
た

り
、各
地
区
に
お
い
て
、 

議
会
報
告
・
意
見
交
換

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、「
議
員
定

数
・
議
員
報
酬
に
つ
い

て
」
の
テ
ー
マ
を
設
け

て
市
民
の
皆
さ
ん
と
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
市
内
各
地
区
か
ら
、

総
勢
８０
人
の
方
に
ご
参

加
を
い
た
だ
き
、
議
員

定
数
・
議
員
報
酬
に
つ

い
て
は
も
ち
ろ
ん
、
地

域
で
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
に
つ
い
て
活
発

な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

　
な
お
、
各
会
場
の
報

告
書
は
、
議
会
報
告
会

で
の
質
問
に
つ
い
て
の

回
答
も
含
め
、
市
立
公

民
館
及
び
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、

テ
ー
マ
と
な
っ
た
議
員

定
数
・
議
員
報
酬
に
つ

い
て
の
意
見
交
換
の
内

容
を
中
心
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

○会場ごとの参加者数
天童南部 天童中部 天童北部 成　生 蔵　増 寺　津 津　山 山　口 高　擶 長　岡 干　布 荒　谷
１０ ５ ６ ２ １１ １３ １２ ６ ５ ５ ２ ３

参加者合計 アンケート回答者数 アンケート回答率
８０ ７７ ９６．３％

３０歳代４％３０歳代４％未記入１％未記入１％

４０歳代９％４０歳代９％
５０歳代５％５０歳代５％

７０歳代７０歳代
４２％４２％ ６０歳代６０歳代

３６％３６％

８０歳以上３％８０歳以上３％

年　
　
齢

未記入１％未記入１％

６～９回６～９回
２０％２０％

２～５回２～５回
５１％５１％

はじめてはじめて
１９％１９％

１０回以上９％１０回以上９％

参
加
回
数

どちらともどちらとも
２９％２９％

分かり難い分かり難い
１４％１４％

未記入未記入
１４％１４％

説明説明
分かりやすい分かりやすい

４３％４３％

分
か
り
や
す
さ

１２ 会場で 8０ 人の声 参加者へのアンケート 集計結果

報酬と定数は、
議員の

仕事の内容が分
からないと

判断できないな
ぁ…

もっと女性が立候補しやすい環境づくりが必要なのでは？

議員の活動を
もっと見えるように
して！

報酬と定数について、各議員はどう考えているの？

寺津
蔵増

長岡
津山

14令和４年２月１日発行令和４年２月１日発行



議会報告・意見交換会を開催議会報告・意見交換会を開催議員定数・
　議員報酬について

テーマ

“たくさんのご意見をい
ただきました”

“たくさんのご意見をい
ただきました”

特 集

議員報酬に関すること
・‌�他市と比較する必要はない。皆さんがいくらにしたいと考えているならそれでよい。それが市民に受け入れられるかどうかを左右するのは、議員活動にほかならない。
・‌�コロナで疲弊しているときに報酬を上げるのは、タイミングが悪い。
・‌�報酬は高いわけでないだろう。落選したらただの人になり収入がなくなる。そこをどうするか考えないと難しい問題である。
・‌�新しい人から立候補してもらうためには、報酬を上げるのはいいが、議会の環境や仕事内容がよく分からないと感じている若者も多いのではないか。
・‌�市議会議員をやってもきちんと生活できるような待遇が必要。
・‌�増額反対。年２回のボーナスで地元企業より高い。

・‌�女性がなぜ議員になれないか
を考えると、男性の環境であり

、女性がやりやすい環境が

必要です。

・‌�若い人になってほしいが、そ
のための環境整備も必要だと思

う。

・‌�今、社会は多様性に対応して
いかなければならない。その上

で報酬は成果に対してあげ

るものだから、単に報酬を上げ
るのではなく、自分たちの活動

に対してなぜ上げるのか

根拠を示してもらいたい。

・‌�企業であれば何時間勤務、何
日勤務、時間外勤務があるが、

議員にはそれがない。稼働

している時間はどれくらいなの
か。そこから調べていただき、

この人数では無理だなと

いう数字を出せば市民が納得す
る。

その他の意見

議員定数に関すること

・‌�議員は多いほど市民の意見を市政に反映できる。

議員は多くてもよい。

・‌�天童市として議員１人当たりの人口は、他の同

じような市と比較してどうなっているのか。

・‌�人口が減ってきており減らしてもよい。

・‌�定数をそのままにして、議員報酬を上げればもっ

と議員のなり手につながると思う。

・‌�天童市がこれからも発展しバランスよく成長する

ために、ある程度の人数は必要なのではないか。

・‌�議員を天童市全体で考えなければならないが、

地域からの代表者になっている部分もあり、多

様性・少数意見の取り上げという観点からも定

数を減らすべきではないと思う。

・‌�高齢化でインターネットが使えない人も増えて

いる。そのため、直接会って話を聞いてもらう

必要があり、ある程度の定数は必要。

・‌�天童の市議として魅力あるものをアピールして

報酬も魅力あれば、もっと若者も出てくると思

う。自信をもって活動すれば定数もそのままで

よい。

・‌�定数は多いか少ないか考えたこともない。
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日 月 火 水 木 金 土
2/27 28 3/1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

※請願の締め切りは、２月１７日（木）正午の予定です。
※日程は変更になる場合があります。詳しくは議会事務局までお問い合わせください。

３月定例会の日程（予定）

予算特別委員会

本会議
（一般質問）

予算特別委員会

本会議
（一般質問）

予算特別委員会

常任委員会

本会議
（最終日）

予算特別委員会

常任委員会

インターネットで生中継します。

本会議
（初日）

予算特別委員会

常任委員会

（春分の日）

　
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
中
、

生
活
様
式
や
働
き
方
が
変

わ
り
、
お
互
い
に
多
様
性

を
認
め
合
い
、
地
域
の
つ

な
が
り
が
よ
り
重
要
な
時

代
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
寅
年
。
虎
は

「
決
断
力
と
才
知
」
の
象

徴
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
新

し
い
風
を
よ
み
、
正
し
い

判
断
と
知
恵
を
出
し
合
い
、

議
会
改
革
の
推
進
に
努
め

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
ま
た
、
こ
れ
か
ら
も
分

か
り
や
す
い
紙
面
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

�

（
山
口　
桂
子
）

《
広
報
委
員
会
》

�

委
員
長　
水
戸　
　
保

�

副
委
員
長　
山
口　
桂
子

�

委

員　
伊
藤　
和
子

�

〃
　
渡
辺　
博
司

�

〃
　
佐
藤　
俊
弥

�

〃
　
熊
澤　
光
吏

�

〃
　
古
澤　
義
弘

編
集
後
記

　１月１４日、蔵増小学校６年生の皆さんが、政治の仕組みや議会の役割を学ぶために
議場見学に来てくれました。いただいた感想文を紹介します。

蔵増小６年生の声蔵増小６年生の声

塩
しお

入
いり

　玲
れ

音
おん

 さん
　議会の仕組みや、議員さんの席、質問す

る時間が決められている理由などを学ぶこ

とができたのでよかったです。自分が選挙

権を持ったら、市民の声をよく聞いて意見

を述べる人に投票しようと思いました。

武
む さ し

藏　奈
な

々
な

花
か

 さん
　市議会の議場を見学して、オンラインの映像では見たことがありましたが、実際に中に入ることは初めてで、いい経験ができたと思います。説明などを聞いて、自分のくらしのためにも投票することは大切なことで、将来につながる学習になったと思いました。

茂
も

泉
いずみ

　颯
そう

馬
ま

 さん
　見学したことで、市議会は市の除雪の予

算決めや私たちのくらしに必要な条例決め

など、日々の生活に関わっていることが分

かりました。よりよいくらしのために働い

ている議員さんたちに感謝したいです。

 林
はやし

　　美
み

夢
ゆ

 さん
　私たちは、市議会の議場に入らせてもらいましたが、市の職員の方が入るのもあまりないところだということが分かりました。議員さんの席に番号がある理由も分かりました。議場を見学させてもらって、政治のことをより深く知ることができました。

16この広報紙は
再生紙・植物油インキを使用しています。

発
行　
天
童
市
議
会　
天
童
市
老
野
森
一
丁
目
１
番
１
号　
電
話
０
２
３
（
６
５
４
）
１
１
１
１

編
集　
天
童
市
議
会
広
報
委
員
会　
印
刷　
大
場
印
刷
株
式
会
社




